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G
・
チ
ェ

γ
パ
ラ

l
テ
ィ
は
「
イ
ン
ド
の
合
理
的
神
学
、

ウ
ダ
ヤ
ナ
の
『
論
理
の
花
束
』
序
説
」
に
お
い
て
、

イ
γ
ド
哲
学
思
想

史
上
い
わ
ゆ
る
有
神
論
諸
学
派
の
説
く
自
在
神
(
日
公
開
F
主
宰
神
)
の
起
源
、
発
展
過
程
、
内
面
的
考
証
な
ど
の
問
題
へ
ア
プ
ロ
l

チ
ず
る
論
証
方
法
と
し
て
付
論
理
的
推
理
に
も
と
づ
く
「
哲
学
的
」

S
E
E
S司
ES-)、
「
合
理
的
」

(
E
E
o
E
3
方
法
、
。
聖

典
の
権
威
に
も
と
づ
く
「
神
学
的
」

Q
Z
o
Z四
百
巳
)
、
「
聖
典
主
義
的
」
(
間
口
司
Z
E
-
)
方
法
と
に
識
別
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
従
来
イ

〈

2
〕

ン
ド
哲
学
に
お
け
る
神
の
証
明
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
内
外
の
諸
先
学
に
よ
り
多
細
な
論
究
が
な
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
イ
ン
ド
哲
学
の
領
域
の
み
な
ら
ず
伝
統
的
イ
ン
ド
仏
教
学
派
内
に
お
い
て
も
「
無
神
論
」
「
破
神
論
」
を
め
ぐ
る
問
題
と
し
て

論
議
さ
れ
る
。
そ
し
て
学
者
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
仏
教
学
派
内
の
「
破
神
論
」
の
論
証
系
統
に
は
仏
教
論
理
学
派
に
属
す
る
も
の
と

(
3
v
 

属
さ
な
い
も
の
と
の
両
派
あ
る
と
せ
ら
れ
る
。
し
か
し
有
神
論
(
円
安

R
m
l〈
包
F
自
営

m
E
〈
間
島
問
)
、
有
神
論
者
。
山
S
E
〈削
ι
5・

開山
g
E
i〈
包
5-
削
ω
s
s
w
g
-
e
r
m
)
と
い
い
、
無
神
論
(
凶
己
山
〈

m
E
〈
包

P
巳
ユ
山
S
E
〈
包
釦
)
、
無
神
論
者
(
自
同

m
g
z
l〈削己目
p

ロ
宮
山
g
E
l〈山岳
P
口同

ω円安
P
S
E
&
r
m
)な
ど
と
い
う
名
称
で
も
そ
の
概
念
規
定
や
神
学
的
意
味
、
視
点
の
置
き
方
に
よ
っ
て
短
絡

阿
見
達
属
灯
論
釈
に
お
け
る
即
E
E批
判

四
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的
に
三
分
化
す
る
ほ
ど
単
純
な
も
の
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
周
知
の
如
く
仏
教
は
本
来
教
義
学
的
に
も
実
践
倫
理
学
的
に
も

無
神
論
の
立
場
を
と
る
宗
教
で
あ
る
が
、
神
の
存
在
を
め
ぐ
る
問
題
に
は
多
様
な
意
味
が
複
合
的
に
深
く
混
在
し
合
い
、
学
派
相
互

の
批
判
反
批
判
か
様
々
な
時
代
思
潮
の
起
伏
を
伴
っ
て
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
て
き
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
た
と
え

(
5
)
 

ば
、
パ
ガ
ヴ
ァ
ン

(
F
F
m岡
山
〈

iEH)
や
イ
l
γ

ュ
ヴ
ア
ラ
(
出
E
E
)
語
義
の
転
化
例
な
ど
、
両
語
と
も
り

F
・
ヴ
ェ
ー
ダ
時
代
に
は

唯
物
論
的
意
味
で
あ
っ
た
の
が
唯
心
論
的
意
味
へ
転
化
し
た
典
型
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
物
質
的
富
、
食
物
を
増
大
す
る
働
き
な
い
し

そ
の
担
い
手
を
意
味
し
た
。
派
生
語

E
m
g同志
l
w
R
E
E与
も
富
、
生
活
手
段
を
製
造
生
産
す
る
活
動
を
意
味
す
る
同
類
の
語
と
し

て
把
捉
さ
れ
る
ご
と
き
で
あ
る
。

本
稿
は
仏
教
学
派
内
で
最
も
実
在
論
的
傾
向
の
濃
い
ヴ
ア
イ
バ

l
シ
カ
学
派
(
〈
E
F
F問
自

r
S
の
一
論
書
『
阿
毘
達
磨
灯
論
釈
』

を
取
り
あ
げ
そ
の
な
か
で
論
駁
さ
れ
る
自
在
神
(
同
肌

S
E
)批
判
の
根
拠
お
よ
び
批
判
の
あ
り
方
が
如
何
な
る
文
脈
の
も
と
に
論
じ
ら

れ
る
か
を
断
片
資
料
を
も
と
に
検
討
す
る
こ
と
に
あ
る
。

し
てさ
大、て
乗、、
へ、 7
の、ビ

転、ダ
向、 ノレ
者、マ
世仏
親教
(の

正塑ω 号.，
g.蚕
" 円『8:倶
旦舎
を EZ
師(

著書
と g
目g:
す問
ユ百
日位2
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1 ~\ 
h " 

訟耳
註:~'
釈 EJZ
書~~
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毘図

書品
灯称
論〕

釈の
~ "" 
s二者
E8 
~ ~、】"m 
" "'" :3 e;1 
" " ロ晴 、J
冨に

2
U
F削
叩
剛
司

E『
『
凶
4j
見
件
目
)
(
〉
匂
〈
と
略
称
)
が
一
九
五
九
年
、

P
・
S
-
ジ
ャ
イ
ニ
に
よ
り
校
訂
出
版
さ
れ
更
に
原
典
の
補
正
を
お
こ

ハ
7

V

(

8

v

な
い
新
製
本
第
二
版
と
し
て
一
九
七
七
年
世
に
送
り
出
さ
れ
て
以
来
、
内
外
の
多
様
な
研
究
成
果
を
え
注
目
さ
れ
て
久
し
い
。
し
か

し
作
者
不
詳
、
作
成
年
代
の
未
確
定
な
ど
学
説
面
を
含
め
ア
ピ
ダ
ル
マ
の
資
料
と
し
て
解
説
、
解
明
す
べ
き
箇
所
が
ま
だ
多
く
残
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。

そ
こ
で
ま
ず
付
〉
ロ
〈
で
論
釈
さ
れ
る
自
在
神
(
刊
を
問
問
)
の
性
格
、
批
判
の
あ
り
方
に
焦
点
を
あ
て
る
こ
と
に
よ
り
ア
ヒ
ダ
ル



マ
思
想
形
成
史
に
お
け
る
同
論
の
位
置
、
年
代
設
定
の
基
準
の
傍
証
な
い
し
そ
の
端
緒
を
捜
し
求
め
ん
と
す
る
こ
と
、

ω自
在
神
批

判
の
根
拠
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ヴ
ァ
イ
パ

l

V
カ
学
派
の
学
説
的
本
質
が
何
辺
に
存
す
る
か
を
確
か
め
る
こ
と
で
あ
る
。
し

か
し
そ
の
よ
う
な
自
在
神
(
刊
を

Rm)
の
解
明
を
得
る
た
め
に
は
イ
ン
ド
哲
学
全
般
に
わ
た
る
彪
大
な
文
献
の
調
査
が
な
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
本
稿
は
イ

γ
ド
哲
学
思
想
史
の
流
れ
か
ら
み
れ
ば
き
わ
め
て
局
部
的
考
察
の
対
象
に
す
ぎ
な
い
も
の
で

に
し
た
い
。

あ
る
。
こ
こ
で
は
当
面

K
F
U〈
の
形
成
と
い
う
視
点
に
立
っ
て
以
下
断
片
資
料
と
若
干
の
関
係
文
脈
を
も
と
に
検
討
し
て
ゆ
く
こ
と
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四
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士
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紹
介
『
東
洋
学
報
」

(
g
M・M・

3
、
一
九
七
五
年
一
ニ
月
、
二
六
O
l二
六
三
頁
参
照
。

国

吉
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巴
日
開
旦
5
n
E
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O
R
2
5
2
E虫
色
。
ロ
『
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田
龍
城
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藤
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訳
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度
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史
』
大
東
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版
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昭
和
十
五
年
。
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本
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哲
学
に
於
け
る
神
の
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題
」
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研
究
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臨
時
特
輯
号
「
現
代
仰
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の
研
究
」
所
収
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九
六
一
一
六
頁
。
雲
井
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イ
ン
ド
哲
学
に
お
け
る
有
神
論
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ぐ
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題
」
(
『
大
谷
学
報
』
四
六
|
一
)
、
同
「
ヨ
l
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・
ス
l
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ヲ
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お
け
る
自
在
神
」
(
同
五
一
ー
四
)
、
同
「
イ
ン
ド
に
お
け
る
神
の
観
念
」

(
「
仏
教
思
想
史
I
』
所
収
)
、
一
九
七
九
年
。
同
『
仏
教
思
想
3
因
果
』
所
収
、
平
楽
寺
書
庖
、
一
九
七
八
年
。
今
西
順
吉
「
ヨ
l
ガ
の
師
|
|

自
在
神
に
つ
い
て
」
(
『
日
本
仏
教
学
会
年
報
』
三
六
号
所
収
可
目
。
。
晶
o
Q話
E
E
E
F〕
〉
寸
宮
叶

E
Z
E
oロ
可
。
ご
Z
4
z
E
E
e
M
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B
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吉
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E
5
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E
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日
自
品
〈
E
山
田
】
}
内
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H
H
H
呂
田
凹
瓜
生
津
隆
真
「
イ
I
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
・

ギ

l
タ
l
に
お
け
る
ア
l
卜
マ
ン
の
概
念
」
(
中
村
元
編
『
自
我
と
無
我
」
所
収
、
平
楽
寺
書
庖
、
一
九
六
八
年
)
、
三
五
七
!
=
一
七
人
頁
。
泰

本
融
「
東
洋
論
理
の
構
造
」
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
七
六
年
、
一
四
一
ニ
}
二
三
頁
C

木
村
俊
彦
「
正
理
・
勝
論
学
派
の
有
神
論
に
対
す
る

仏
教
論
理
学
派
の
批
判
付

l
lダ
ル
マ
キ

lル
テ
ィ
に
於
け
る
|
|
」
(
『
文
化
」
=
百
三
号
所
収
、
一
九
七
O
年
、
七
O

一
O
一頁)、

羽
田
野
伯
献
・
木
村
俊
彦
「
正
理
・
勝
論
派
神
論
白
研
究
|
|
ウ
ィ
ー
ン
学
派
に
お
け
る
|
|
」
(
『
文
化
』
三
五
|
四
所
収
、
一
九
七
二
年
、

一
四
一
一
五
一
頁
)
。
田
村
智
淳
「
プ
ラ
ジ
ュ
ナ
l
カ
ラ
マ
テ
ィ
の
有
神
論
批
判
」
(
『
南
都
仰
教
』
ニ
七
号
所
収
、
一
九
七
一
年
、
一

Il--
一一頁)。

山
口
益
「
中
観
仏
教
に
お
け
る
有
神
論
の
批
判
」
(
『
山
口
益
仏
教
学
文
集
下
』
所
収
、
春
秋
社
、
昭
和
田
八
年
、
ニ
一
五

l
二
四
九
頁
)
。
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川
記
1
!
!
(
1
\
'
鋸
J
(岳ミ王国王
1
1
<
-
1
住
居
Y
堕
長
岡
匝
叶
ギ
11
"
，
'
11111111-
1
(
阿
ぬ
区
。



〔
断
片
1
〕
〉
ロ
〈
円
以
定
E

E

〈
(
経
に
)
党

(
F
E
Fヨ
自
)
に
至
る
ま
で
認
(
肌
削
岳
山
函
)
は
あ
る
と
説
請
さ
れ
る
。
部
衆
(
百
ユ
自
己
)
を
統
べ
る
か
ら
で
あ
る

〈s
g
F
m
H
H
S問
。
。
な
ん
と
な
れ
ば
彼
は
自
ら
の
部
衆
の
中
に
お
い
て
ア
シ
ュ
ヴ
ア
ジ
ッ
ト
比
丘
に
よ
っ
て

2
T
E目白

S
H
Z
E間
)
間
同
か
と
わ
れ
た
。
『
そ
れ
ら
四
大
種
は
何
処
に
お
い
て
残
り
な
く
消
滅
す
る
の
か
。
」
と
知
ら
ず
。
矯
乱

(
E
o
E
)

の
言
を
放
っ
た

l
l『
我
は
党
、
大
党
天
、
自
在
神
、
作
者
、
変
化
者
、
創
造
者
、
産
出
者
、
諸
の
存
在
の
父
た
る
如
き
も
の
で
あ
る

2
F
E
M
E
E
H
F
E
F
E
M山
自
ω『悶
F
E官
出
向
山
刊
を
時
間
f
r脳同門門間口町四国間丹凶
ωEmA問
ωロ
各
百
可
『
『
口
同
O
U
F削
〈
削
ロ
同
自
)
』
と
は
既
に

了
解
さ
れ
て
い
る
。
〉

断
片
ー
は
ほ
と
ん
ど
〉
阿
国
民
l
U
H
F
e
s
=
z
.
D版
r
c
m
∞凡
4
u
p
版

Z
。・

H5u
司
・
区
品
開
口

a
q
J
『
倶
舎
論
』
巻
四
(
大

正
二
九
、
二

O
c
ー
一
二

a
)、
『
倶
舎
釈
論
』
巻
三
(
大

E
二
九
、

一
七
九

c
ー
一
八

O
a
)
と
同
じ
い
。
ヤ
シ
ョ

l
ミ
ト
ラ
は
〈
自

在
神
と
は
支
配
の
性
質
を
有
す
る
も
の

「同山
g

E叫
m
g
m
l
m
E
F
)、
E
3
4・
E
口出回
F
R
a
p
m匂
は
同
義
語
(
宮
弓
削
苫
)
、
或
は

引
き
続
き
釈
説
す
る
方
法
で
あ
る
(
三
百
円
R
E
E
d削
E
q問
吉
岡
山
)
〉
と
釈
す
(
印
呉
〈
・
司
・

5
勺
1
0

一
印
『
凶
器
区
本
司

N
C
C
J
P版

Z
。
目
印
U
F
〈
O
]
H
H
P
官・

5
P
E
C
U吋

f
H
M回同ロ
ω〈凶
EFω
ロ
p
z。日目白
hF
〈
o-aHHFU・
5
ω
L
ミ削
wrum-
印同町
H
E
E
m
w
p
Z
0・印∞
4
F

S
F
E
F目
V
M∞
P
N
N
g図
lMM∞
九
)
。
文
中
の
ア
シ
ユ
ヴ
ア
ジ
ッ
ト
比
丘
の
物
語
は
『
倶
舎
論
』
チ
ベ
ッ
ト
註
釈
シ
ャ
マ
タ
デ
l
ヴ
ア

(
m
E
E岳
包

2
F
凶

EH
向日
ω-Fm)
の
『
阿
昆
達
磨
註
疏
必
須
』
(
〉
『
F
E
F耳
目
ωぎ
mmlロ
rou凶
1
5
口問
EMW
一円
U
F
S
E宮
ロ
ー
ヨ
E

自《凶
ω。品
lrヨ
『
問
。
-lvmmι
由。
l『
R
B
r
F
O
I
E
各
自
lU〕
Blσ
向・

P
版

Z
。
印
町
田
印
"
g
-
H
H∞・官
-HNPgmω
東
北

2
0
怠
宏
)
tこ

阿
昆
達
膚
灯
論
釈
に
お
け
る
民
E
E
批
判

四
五



四
六

よ
っ
て
示
さ
れ
て
お
り
、

「
堅
固
経
」

一O
一b
}

O
ニ
c
。
U
Z
H円
∞
己
l
∞
ω

」
れ
は

『
長
阿
含
』

(
大
正
一
、

巻
十
六

問
。
〈
包
SmmERW)
に
相
当
す
る
。
『
婆
沙
論
』
巻
一
一
一
九
(
大
正
二
七
、
六
七

O
C
|六
七
一

a)
で
は
自
在
神
批
判
の
一
論
拠
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
同
論
巻
一
九
九
(
大
正
三
七
、
九
九
六
b
以
下
)
に
は
『
党
網
経
』
(
回
E
F
5
2削
E
百円
E
)
に
説
く
六
十
二
悪

見
趣
が
説
か
れ
パ

l
リ
・
ニ
カ
l
ヤ
で
は
付
宿
作
因
説

(
E
V
E
E草
MOE)、
H
H

自
在
化
作
図
説
(
同
盟
問
E
E
E
B同
E
Z
E
)
、

同
無
因
無
縁
説
(
釦
E
E
C
-
8
u
m
R
m可
制
)
に
分
別
し
て
批
判
さ
れ
る
の
は
よ
く
指
摘
さ
れ
る
。

(krp伺

Z
』
'
目
U

H
吋

u・
大
正
一
、
四
三

五

a

四
三
六

a
)。
因
み
に
大
乗
の
論
典
『
議
伽
師
地
論
』
巻
六
(
大
正
三

O
、
三

0
=
一
c
)
以
下
に
「
十
六
種
の
異
論
」

(gee

司
司
君
包
忠
)
が
列
挙
さ
れ
各
異
論
を
釈
説
し
て
い
る
の
が
注
意
さ
れ
る
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

(2) (1) 

因
中
有
果
論

(
Z
Z
u
g
-
m
g含
包
与
)

従
縁
顕
了
論

(
m
F
F
2
3
Z
2包
岳
)

(3) 

去
来
実
有
論
(
釦
日
削
口
問
問
己
注
S
3
E含
盟
各
)

(4) 

計
我
論
(
同
昨
日

E
包
ω『
)

(5) 

計
常
論
(
貯
を
忠
告
包
与
)

(6) 

宿
作
因
論

(
B
2
m
r
z
m
F
E
E包
〈
包
mF)

(7) 

計
=
自
在
等
日
為
コ
作
者
-
論
(
円
安
問
問
色
E
2安
里
山
仏
ち
)

(8) 

害
為
=
正
法
日
論

(Egω
包
F
R
E
E注
品
)

(9) 

有
辺
無
辺
論
(
自
門
間
E
E詩
型
包
mF)

。0)
不
死
矯
乱
論

(
m
E
R削
i
r将
司
君
包
与
)



竹

HHH

刈

U

無
因
見
論

(
m
F
O
E品
E
f
)

Q2) 

断
見
論
(
ロ

R
E含
品
品
mf)

q出

空
見
論
(
ロ
削
早
野
雪
山
色
各
)

ハ川
V

刈
日

妄
計
一
一
最
勝
-
論
(
ロ
間
百
〈
包
与
)

日自

妄
計
三
清
浄
-
論

(
E
C
E
r
m
m
z庄
町
ヨ
包
mF)

日時

妄
計
=
吉
祥
-
論
(
宵
B
E
r
m
E
E間
色
凶
〈
佳
品
)

こ
の
う
ち

ωの
玄
英
訳
で
は
、

ω自
mw
円
削
は
鰻
の
意
で
不
死
(
凶
自
民
知
)
で
な
く
鰻
の
よ
う
に
ヌ
ラ
ヌ
ラ
し
て
捕
捉
し
難
い
鰻
論
法
で

一
種
の
詑
弁
論
の
ご
と
き
も
の
で
適
訣
で
な
い
と
せ
ら
れ
た
。
的
の
自
在
等
作
者
の
創
造
現
か
こ
の
場
合
の
批
判
の
対
象
で
あ
る
こ

〈

3
〉

と
に
な
る
が
〉
巴
〈
で
は
先
の
パ

l
リ
・
ニ
カ

l
ヤ
、
阿
含
の
論
証
形
態
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
独
自
的
な
論
の
展
開
は
見
ら
れ
な
い
。

1 
) 

叶
}
H
0
4
0
同町四品目
σ町
田
ヨ
一
O

同
〉
の
同
弓
凶
〉
ω
R
鴨

r
a一
σ山
、
〈
回

F
R
E
n
R百
r
Z
「
C
E〈
理
盟

q
a
n巳
ngnz・
5
印

叶

匂

に

t
司
仰
の
異

論
は
巻
七
〔
大
正
三
O
、
三

O
九

a
以
下
)
、

F
E旭
唱

u
z
t
H品
目
H
a

中
村
元
『
初
期
の
ヴ
ェ
ー
ダ
l
ン
タ
哲
学
」
岩
波
書
庖
、
昭
和
二
五
年
、

三
=
三
|
二
三
五
頁
。
金
倉
固
照
「
仏
身
観
と
外
教
白
交
渉
」
〔
中
村
瑞
隆
露
『
法
華
経
の
思
想
と
基
盤
』
所
収
、
平
楽
寺
番
底
、
一
九
八
O
年、

一
-
一
ー
一
五
頁
。
西
義
雄
「
原
始
仏
教
に
お
け
る
人
間
観
」
(
『
東
洋
学
研
究
』
己
所
収
、
一
九
六
五
年
、
一
九
頁
参
照
。

宇
井
伯
寿
『
印
度
哲
学
研
究
』
二
、
岩
波
書
広
、
昭
和
田
O
年
、
三
六
三
|
四
頁
。
山
内
得
立
『
ロ
ゴ
ス
と
レ
ン
マ
』
岩
被
害
脂
、
昭
和
四
九
年
、

六
九
|
七
O
頁
参
照
。

宇
井
伯
寿
、
前
掲
書
、
四
O
七
|
入
頁
。
同
著
『
印
度
哲
学
研
究
」
三
、
一

o
oー
一

O
七
、
一
四
三

l
六
頁
。
舟
橋
一
哉
『
業
の
研
究
』
法

蔵
館
、
昭
和
三
九
年
、
ニ
頁
以
下
。
雲
井
昭
善
『
仏
教
興
起
時
代
の
思
想
研
究
」
平
楽
寺
書
底
、
一
九
穴
七
年
、
二
八
四
六
頁
。
二
九
五
八

百
三
山
口
益
仏
教
学
文
集
下
』
春
秋
社
、
昭
和
四
八
年
、
二
一
九
|
一
三
六
頁
。
藤
田
宏
達
「
原
始
仏
教
に
お
け
る
業
思
想
」
(
雲
井
昭
善
編

『
業
思
想
研
究
』
所
収
、
平
描
杏
守
番
庖
、
昭
和
五
四
年
、
九
九
一
四
四
頁
彦
照
。

(
2
)
 

(
3
)
 

阿
見
達
磨
灯
論
釈
に
お
け
る
刊
号

m
g批
判

四
七



四
ノ1

〔
断
片
H
〕
〉
ロ
〈
司
口
∞
E
l
z

あ会
り身

百世
喜屋
等ら
で J

は JZ

戸E
UJT語
宍 v よ

~り
~..な

~れ
吾予
〈もilの
と

ミま
印式

3 i:. 
E く
ヨ思
=と
単名
問円

邑 d
Eトら
苫れ
'3 t.ニ
ロ意
戸と
吉晴

官五
EZK 
Eω 
、、、F-~ 
民れ
自ら
.自l 誇
可芸"

5守
口村T

E界
". Y) 
m 回

ω"" E で

-内同日ロ

m
E
ロ
ゆ
加
〈
凶
吋
削
一
品
川
凶
可
仰
げ
戸
、
間
同
呂
町
、
)

実
に
こ
れ
ら
浄
と
不
浄
な
る
三
業
が
利
と
不
利
益
の
動
力
因
と
し
て
生
起
し
盛
ん
に
な
る
と
き
、
有
情
と
器
世
間
の
二
穫
の
差

別
の
原
因
と
な
る
。
自
在
神

Q
m
g
E
)
-
時
間

(
E
Z了
純
粋
精
神
(
宮

E
g
)
・
根
本
原
質

Q
E吾朗
E
)
等
で
は
な

い。〉

〉
ロ
〈
民
間
'H
回
目
は
内
容
上
〉
阿
国
円
〈
付
与
(
司

5
N
E
l
コ
)
に
相
当
す
る
が
、
〉
ロ
〈
で
論
ず
る
出
〈

mg等
は
む
し
ろ
〉
同
国
ロ
1
2
Q
-

H
D
H
E
5
N
H
J
の
文
脈
に
符
合
す
る
。
す
な
わ
ち
、
反
論
者
の
答
釈
で
〈
諸
の
存
在
は
諸
の
困
、
縁
に
よ
っ
て
生
じ
ま
た
一
切
の
世

界
は
同
出
g
E・目
E
E
m
P
U
B
S凶
E
等
唯
一
な
る
者
を
原
因
と
し
て
生
ず
る
も
の
で
は
な
い
。
〉
と
す
る
検
証
の
仕
方
で
、
要
す
る
に

世
界
に
と
っ
て
唯
一
な
る
因
は
存
在
し
な
い
こ
と
、
有
情
の
諸
業
尖
耳
目

g
oが
各
人
の
生
存
に
お
い
て
自
ら
を
生
ぜ
し
め
る
こ
と
、

覚
知
を
修
さ
な
い
哀
れ
な
者
た
ち
(
〈
司
削
宵
削
『
)
は
個
別
な
円
安

R
m
を
邪
執
し
分
別
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ヤ
シ
ョ

l
ミ

ト

ラ

は同肋〈

R
Z曹
の
「
等
」
の
語
に
よ
っ
て
時
間
・
自
性
・
極
微
等
を
摂
す
(
刊
を
理
問
司
再
5
m
l買
包
冨
ロ
喧
包
持
凶
日
正
注
目
山

ω
E
o
E

}内山

-mm〈
釦
『
『
雪
印

U
m
E
E削ロロ
l

間品目

R
Z
R
O
)
と
い
う
。
(
印

mw〈
司
N
M吋

H
M
M
J
m
E
ω
区
本
目
v
・8
H
E
)

ヴ
ア
イ
パ

l

V
カ
学
派
は
業
説
尖
司
自
中
〈
包
釦
)
に
よ
っ
て
〈
一
切
は
業
に
よ
る
〉
立
場
を
と
る
。
『
論
事
』
(
同
丘
町
削
〈
向
洋
H
F
F



凶
〈
口

ω)
の
業
論
者
の
説
、
『
見
ッ
タ
ニ
パ

l
タ
』
(
印
E
S
E
E
s
-
白
血
目
)
な
ど
伝
統
的
業
説
を
ふ
ま
え
た
も
の
と
し
て
確
認
さ
れ
て

、
》
。

し

Z

し
か
し
、
後
世
ア
ピ
ダ
ル
マ
学
派
内
で
論
争
の
種
と
な
っ
た
の
は
ま
さ
に
こ
の
業
説
を
め
ぐ
っ
て
で
あ
っ
た
。
仏
陀
世
尊
の

三
昧
力

(
S
E副島区

g-P膜
想
力
)
に
よ
っ
て
自
己
の
寿
命
を
自
在
に
延
長
で
き
る
と
い
う
延
命
力
が
問
題
と
な
っ
た
。
そ
れ
が
明

ら
か
に
業

(
r
R
E
E
)
の
法
則
に
抵
触
す
る
と
い
う
難
点
で
あ
る
。
〉
巴
〈
開
削
お
∞
に
対
す
る
註
釈
部
〈
も
し
も
世
尊
が
三
味
力
に

よ
っ
て
自
己
の
意
の
ま
ま
に
新
た
な
生
き
た
人
格
を
生
ず
る
こ
と
が
で
き
、

或
は
ヨ

l
ガ
の
力
(
可
。
悶
与
色
"
)

に
よ
っ
て
業

(
r
R
E
mる
か
ら
独
立
に
新
た
な
寿
命
を
産
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
そ
れ
で
は
実
に
仏
陀
世
尊
は
那
羅
延
天
(
口
問
削
可
m
E
)

〈

2
v

に
変
身
す
る
だ
ろ
う
。
ま
た
世
尊
は
慈
悲
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
〔
宵
間
E
官

FE苦
闘
。
決
し
て
般
浬
繋
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
〉
と

は
延
命
自
在
力
を
承
認
す
る
大
乗
へ
の
転
向
者
倶
舎
論
作
者
世
親
(
問
。
皆
宵
削
日
〈

m
g
gロ
島
百
)
の
非
正
統
性
を
ヴ
ア
イ
パ

l
シ
カ

学
派
の
立
場
か
ら
難
詰
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
同
om
巳
&
E
に
よ
れ
ば
こ
の
新
た
な
生
命
力
は
=
一
味

(
E
E間品
目
同
日
)

の
結
果
で
業

(
r
R
E
mロ
)
に
も
と
づ
く
も
の
で
は
な
い
と
す
る
。
こ
こ
に
は
例
え
ば
大
乗
の
『
法
華
経
』
如
来
寿
量
品
公
山
門
『
削
問
問
同
削
山
、
ロ
岨
百
円

ω'

軌自
跡段
、防

Rコー，、、
久 E

妻i
成と乙

の E2
仏量
思表
信正二

仰公

募主
へ向l

の問

淵?
源 d
~; 5! 
1it ~ 
円)

でな

是 5
J語
い7f

35 
32 
雇竪
友事
る75
遠
無
限
性

量
的
神
秘
化

" の

(
l〉
(
2
)
 

(
3
)
 
三
友
健
容
「
『
ア
ピ
ダ
ル
マ
デ
ィ
l

二
業
品
。
検
討
ハ
円
」
〔
『
俳
教
学
』

7
号
所
収
、

〉
ロ
〈
匂

E
H“心

。
一
九
司
印
』
m凶
】
ロ
「
回
口
向
山
内
同
F
R
m
w
日
以
内
。
]
。
回
開

m-z。
ロ

O
同
戸
門
町
内
wr

一
九
七
九
、
六
五
|
九
頁
参
照
。
)

回
目
。
〉
印
〈

o
-
H
H
F
U内
ω

]
呂
町
田
古
切
旬
日
目
。
l
H

〔
断
片
町
〕
〉
巴
〈
官
官
戸
宅
l
H
N
O
N

〈
『
多
種
な
る
順
序
次
第
よ
り
生
起
す
る
が
故
に
。
そ
れ
を
有
す
る
も
の
と
他
の
も
の
と
結
合
す
る
結
果
と
な
る
故
に
。
他
に
依

阿
毘
達
磨
灯
論
釈
に
お
け
る
原
E
E批
判

四
九



五。

(
l
v
 

存
し
な
い
官
官
可
間
目
。

-ag、
苦
行
の
修
練
〔

E
唱
。
百
聞
と
は
主
張

(
E
E
m
)
の
放
棄
(
『
悶

F
不
履
行
)
等
の
過
失
が
あ
る

故
tこ。
」

〈

〈

" '"' 〈
凶
吋
ロl
官
可
釦l
P令

r 
吋
釦

目。
門

司
釦l
0. 
釦t
~ 
門

知
0. 
〈
釦
0. 
凶

ロ
『
釦
同

時コ
円

" '" m ロ・
I)q 

" ~ 

釦
『、、
ロ

'" ロ
『

'" 宮
r 
E1 
門

知

ち
‘〈
o 
I)q 。
官印}内
ω
m
F
山口司削品目内目。

ω
m
w
H
向
島
岡
、
開
削
・
呂
田
、
)
。

も
し
も
実
に
唯
一
常
住
な
る
自
在
神

Q
m
g
E
)
が
世
界
の
生
(
ロ

G
E
S
・
住
〔

REt)
・
滅

(ロ

E
E
E
)
の
原
因
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
実
に
彼

Q苛
mE)
に
よ
っ
て
原
因
が
随
順
さ
れ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
三
つ
の
矛
盾
せ

る
も
の
が
同
時
に
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
こ
の
こ
と
は
経
験
さ
れ
ず
或
は
認
め
ら
れ
な
い
。
だ
か
ら
こ
の

し
か
も
世
界
は
差
別
さ
え
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
裸
形
者

(
E担
百
)
と
偶
慨
を
手
に
持
つ
者

こ
と
は
あ
り
え
な
い
。

〔問問官山一
-m司副恒一戸}内創刊》間一ロ
r
p
v
ヴ
ァ
派
の
カ
l
パ

l
リ
カ
派
か
?
〉
と
が
同
時
に
出
現
し
歩
き
廻
る
(
経
行
)
で
あ
ろ
う
。
ま

た
そ
れ
の
意
欲
に
随
順
す
る
も
の
と
な
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
故
、
自
在
神
(
円
安

mE)
は
(
世
界
の
)

原
因
で
は
な
い
。
す
ぐ
れ
て
卓
越
せ
る
支
配
者
(
包
広
志
位
)
が
村
落
〔
唱
削

Bm)
等
を
確
立
す
る
こ
と
か
ら
自
在
神
〔

mgE)

と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と
い
う
な
ら
ば
、
そ
う
で
は
な
い
。
こ
の
世
に
お
い
て
村
落
に
任
命
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

他
に
依
存
し

e
m
E
E
E
E
)、
無
常
な
も
の

(
E
-
q
E
S
)、
結
果
と
相
違
す
る
能
力

(
E
q問ロ
Z
B
E
r
g
に
よ
っ
て
障

ら碍
で等
あ(
る:'1.
0 凹

ま品
た EE
バ庄
一)

づ片 ヵ:
グ見
アワ

タれ
派る
~ n> 

思 ら
旦1 で
弓あ
函る
E 。

をE
よ τヲ
てフ 』

ず糞

佐官
(也

肌』

"" -向。
ω 。
)円

の E
誹ヨ
ヨ$・u

を:忌
見 8
A III 

ぶ E
ら ω
でロl~ 

司

あ e
売に
実説
kこ tJミ
パれ
ガて
ヴし、
アる
ツ カミ

ト
等
に
よ
っ
て
大
自
在
天

(
E
m
z
m
g
E
)
の
誹
吉
山
さ
る
べ
き
こ
と
が
経
験
さ
れ
る
か
ら
。
そ
し
て
(
逆
に
)
大
自
在
天
派

(
宮
能
回
。
仰
ぐ
問
削
)
が
ヴ
ィ

γ
ュ
ヌ

(
S
E
Z
)
を
(
誹
誘
さ
る
べ
き
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
)
と
い
う
。
〉

断
片
皿
で
引
証
さ
れ
る
『
牛
糞
愉
経
』
(
の
O
自
宅
6
5含
自
耳
m
一印
Z
H
H円

U
E
P
『
雑
阿
含
』
巻
十
、
大
正
二
、
六
七

c

六
人



b
。
『
中
阿
含
』
巻
十
一
、
大
正
一
、
四
九
六

a
l四
九
七

a
。
同
巻
三
四
、
大
正
一
、
六
四
五

c
i六
四
六
C

O

R

『
婆
沙
論
』
巻

四
二
四

a
c
)
の
趣
意
は
〈
世
尊
が
牛
糞
を
手
に
執
り
比
丘
に
示
し
て
少
し
も
常
住
不
変
の
実
体
の
存
し
な
い

八
二
、
大
正
二
七
、

こ
と
を
説
き
仏
陀
の
宿
世
を
輸
証
に
五
欲
を
離
れ
解
脱
を
求
む
べ
き
こ
と
を
諭
す
〉
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
の
径
は
〉
阿
国
』
順
正
理
論
』

『
顕
宗
論
』

に
は
引
か
れ
な
い
。
ま
た
如
上
の
外
教
諸
派
の
誹
務
、
酬
明
弄
の
態
度
の
あ
ら
わ
れ
は
宗
教
地
理
学
上
、
時
代
的
信
仰
文

化
圏
の
基
盤
に
よ
る
も
の
か
、
或
は
単
に
仏
教
徒
側
か
ら
み
た
外
教
の
信
仰
形
態
を
暗
示
す
る
も
の
な
の
か
注
目
さ
れ
る
。
因
み
に

ハ

2
v

『
大
唐
西
域
記
』
な
ど
に
は
実
際
、
大
自
在
天
(
自
ω
E
o
m
g
E
)
に
仕
え
る
塗
灰
外
道
の
信
奉
者
の
記
録
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
〉
阿
国

(
3
)

〈

4
v

の
〈
諸
法
一
因
性
の
否
定
〉
に
対
す
る
玄
挺
門
下
の
上
足
並
日
光
の
『
倶
舎
論
記
』
、
法
宝
の
『
倶
舎
論
疏
」
の
註
釈
に
同
様
塗
灰
外
道

の
自
在
天
説
、
勝
論
(
〈
E
即
日
口
出
)
の
我
説
、
数
論
(
印
凶
岳
町
『
ヨ
ー
)
の
勝
性
説
を
併
記
す
る
。
但
し
釈
説
通
り
そ
の
学
派
学
説
に
妥

当
す
る
か
は
検
討
を
要
し
よ
う
。

以
上
が
〉
巴
〈
問
問
H

印町向日
u

に
対
す
る
註
釈
部
の
全
容
で
あ
る
。

〔

2
)

Z
H
X
4
0官
入
者
。
『
削
E
の
語
に
つ
い
て
、
合
成
語
の
苫
mhw
が
号
自
己
〈
釦
か

E
吾己
E
包
か
で
判
読
し
が
た
い
点
、

E
U自
の
全
能
性
と
有
限

性
・
可
滅
・
不
可
能
性
に
つ
い
て
の
論
考
は
原
実
『
古
代
イ
ン
ド
の
苦
行
』
春
秋
社
、
昭
和
五
四
年
、
六
回
、
九
O
l
一
、
一
一
五
、
三
六
一
二
一
ニ

八
四
頁
。
ま
た

E
H
u
g
(熱
力
)
の
起
源
に
つ
い
て
、
・
生
直
四
郎
訳
『
リ
グ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
讃
歌
』
=
δ
九
買
、
同
訳
『
ア
タ
ル
ヴ
7

・
ヴ
ェ
ー
ダ

讃
歌
古
代
イ
ン
ド
呪
法
』
二
O
四
頁
、
岩
波
文
庫
。
花
木
泰
堅
「
叶
呂
田
に
つ
い
て
」
(
『
干
潟
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
』
所
収
、
昭
和
三

九
年
二
三
三
三
=
三
頁
。
』
完
骨
』

o晶・
120
回
R
Z
g
z
E
o片
岡
問
ぞ
回
旦
舎
町
自
印
仏
研
一
二
一
、
四
二
九
四
一
一
六
頁
。
三

友
健
容
、
前
掲
書
、
六
八
頁
等
参
照
。

「
大
唐
西
域
記
』
巻
一
(
迦
準
試
国
同
副
立
戸
大
正
五
一
、
八
七
三
C
)
、
巻
四
(
翠
語
軍
阻
羅
国
〉
E
A
F
E
q
p
大
正
豆
て
八
九
一
ニ
丘
、
巻

七
(
婆
羅
宛
斯
国
〈
凶
品
目
凶
ωデ
大
正
五
一
、
九
O
E
b
)。
水
谷
真
成
訳
『
大
唐
西
域
記
』
(
中
国
古
典
文
学
大
系
忽
)
平
凡
社
~
昭
和
国
六
年
、

四
七
九
、
一
五
七
、
二
一
五
頁
参
照
。

『
倶
舎
論
記
』
巻
七
(
大
正
四
て
二
=
九
b
)
。
更
に
自
在
天
説
と
法
身
・
受
用
身
・
化
身
の
三
身
説
と
り
関
係
に
つ
い
て
(
大
正
四
て

(
l
)
 

(
3
)
 

阿
見
達
磨
灯
論
釈
に
お
け
る

U
S
E
批
判

五



五

四
O
a
〕
、
遁
倫
集
撰
『
取
伽
論
記
』
巻
一
一
(
大
正
四
二
、
=
一
五
O
b
)、
吉
政
撰
『
中
観
論
疏
」
巻
第
一
末
(
大
正
四
二
、
一
四
C
)
。
金
倉
岡

照
博
士
は
「
仏
身
観
と
外
教
の
交
渉
」
(
前
掲
書
三
一
人
頁
〉
で
仏
身
観
と
外
教
の
一
ニ
身
説
を
め
ぐ
る
問
題
点
を
指
摘
せ
ら
れ
て
い
る
。

『
倶
合
論
疏
』
巻
七
(
大
正
四
一
、
五
七
九
b
)。

〔

4
)

〔
断
片

W
〕
〉
ロ
〈
目
V
H
N
宅
ω

〈
実
に
も
し
も
助
力
因
(
自

g
r川町
H
E
E
S
-
協
同
因
)
に
依
存
す
る
も
の
が
、
ま
た
、
苦
行
の
力
会
与

o
g
g
)
に
よ
っ
て
獲
得

さ
れ
た
自
在
力
(
巴
を

R
可
凶
)
が
世
界

(-orm)
を
創
造
す
る
な
ら
ば
、
萱
(
問
}
百
円
凶
)
等
を
つ
く
る
陶
工
〔
宵
ロ
B
E
E
}洲
町
間
)

の
如
き
も
の
で
あ
る
。
そ
う
で
は
な
い
。
ま
た
こ
の
よ
う
で
あ
る
な
ら
ば
前
主
張

(
E
2
a
m
w
F自
在
神
論
者
)
は
放
棄
さ
れ

る
も
の
と
な
る
。

お
よ
そ
常
住
に
し
て
唯
一
者
た
る
自
存
者

(ω
〈
旦
自
可
と
が
原
因
で
あ
る
と
説
か
れ
る
の
は
欠
陥
が
あ
る

(
E
E
)。
ま
た
、
苦
行
の
力

(
E司O
E
巴

mw)
の
能
力
(
品
目

R
F可
凶
)
が
認
許
さ
れ
る
場
合
に
は

S
F
Z
Z富
岡
E
Z〉
、
無
常

性

(EM3昌
吉
凶
)
、
依
他
起
な
る
も
の
(
官
同
日

Z
R
q
m
)
も
既
に
許
さ
れ
る
も
の
と
な
る
。
そ
れ
を
許
す
か
ら
無
自
在
力

(
自
色
刷

g
q
m
)
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
れ
に
よ
っ
て
時
間

(
E
E
)
・
純
粋
精
神
(
宮

E包
)
・
根
本
原
質

Q
z
a品
E
〉

等
を
原
因

(宵削口凶月

Mmw)
と
す
る
把
捉
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
知
ら
る
べ
き
で
あ
る

〔
z
g
m
w
r同
官
官
耳

Em壱
E
ι
F同ロ削色。

宵
削
口
凶
ロ
凶
司
m
コ岡吋
m
F
岡町官円

mW3、由巳}凶削〈ぬ島田仲釦〈可削『)〉。

断
片

W
の
助
力
因

(EF浜
町
安
問

E
S
)
に
期
待
す
る
こ
と
、
タ
ハ
ス
の
力
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
た
自
在
力
に
よ
り
世
界
創
造
が

成
立
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
宣
作
り
の
陶
工
(
宵
ロ
日
『
E
m
r句
釦
)
に
等
し
い
と
す
る
論
証
の
仕
方
な
い
し
〉
ロ
〈
最
後
部
の
内
容
は

仏
教
内
外
の
諸
処
に
散
見
さ
れ
関
連
づ
け
ら
れ
よ
う
。

syspc11
ノート注釈
syspc11 : Cancelled

syspc11
ノート注釈
syspc11 : Rejected

syspc11
ノート注釈
syspc11 : None



〔
断
片

V
〕
〉
ロ
〈
司
自
宅
。

E

〈
『
支
配
者
を
持
た
な
い
こ
と
(
自
民
主
咽
包
間
守

R
S
)
と
他
に
依
存
せ
る
こ
と
(
司
副

E
E
Eミ
凶
)
と
が
見
ら
れ
る
。
』
(
問
問

ω∞由

m 
F 
) 

な
ん
で
も
そ
こ
に
お
い
て
は
純
粋
精
神
守
口

E
宮
)
、
或
は
最
高
主
神

(
E
E
B
O
E
E
S、
或
は
自
在
神
(
同
山

2
3
)、
自
存
力

(
宮
旦
自
可
釦
)
お
よ
び
唯
一
者
(
昇
防
)
は
存
在
し
な
い
。
ま
さ
に
一
切
の
形
成
さ
れ
た
も
の

(
E
2
2
m
g宵
削
品
『
)
は
他
に

依
存
し
て
生
ず
る
相
読
守
自
由
吋
P
勢
用
)
で
あ
り
、

自
相
と
共
相
と
に
支
配
さ
ら
れ
た
自
性

(
2
2削呂刷ロ〕
B-ωrmmAV削品
F
・

円切判官
ω
S
F
F
間
〈
問
『
)
で
あ
る
と
、
こ
の
よ
う
に
観
察
し
つ
つ
あ
る
者
に
と
っ
て

(
E
ュE
苫
自
営
自
可
と
、

『
無
我
な
る
一
切
の
事
物
に
対
し
て
堅
固
な
る
知
が
は
た
ら
く
。

(
E
2包
E
R
E
O
〔
mZ
ロ
E
〕
吋
律
百
三
件
匡
品

U
C
E
F
庄
司

E

S3MWHO-)』
(
問
問
・
臼
∞
由
。
巴
)
。

す
な
わ
ち
既
に
説
か
れ
た
|
|

『
一
切
の
事
物
は
無
我
で
あ
る
と
知
恵
に
よ
っ
て
見
る
と
き
、
ひ
と
は
苦
し
み
か
ら
離
れ
る
。
こ
れ
が
清
浄
と
な
る
道
で
あ
る
。
』

(
2
Z
2
m島
百
円
呂
削

ωロ同庁
E
E削
『
富
山
首
位
買
と
国
防
可
削
可
怠
削

¥
g品削
E
2
5
3
Z
門
吉
宮
内
『
包

g
m
E問
問
。
=
山
邑
品

Eaohw=)〉。

断
片

V
の
最
後
部
は
有
名
な
『
法
句
経
』

(
U
E
5
5
8邑
P

H
同
;
叶
)
お
よ
び
説
一
切
有
部
(
印

R
〈
同
再
芝
山
岳
ロ
)

の
編
纂
と
み

ら
れ
る
『
ウ
ダ
l
ナ
ヴ
ァ
ル
ガ
』
〔
C
且間口釦〈自.問
P
凶
ロ
∞
)
の
偶
を
示
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
多
少
の
字
旬
、
語
順
の
差
異
が

認
め
ら
れ
る
。
〉
ロ
〈
の
文
脈
で
の
論
拠
は
〉
同
国
・
『
順
正
理
論
』
『
顕
宗
論
』
に
は
見
出
さ
れ
な
い
。
因
み
に
パ
!
日
語
『
法
句
経
』

阿
見
違
唇
灯
論
釈
に
お
け
る
円
雪
印
E
批
判

五
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i
d
 Sanskrit D

h
a
r
m
a
p
a
d
a
j
 (Tibetan Sanskrit W

o
r
k
s
 Series 

N
o
.
 X
I
X
)
壬
o
X
X
-
1
7
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(374) 
(
同
)
制
起
訴
友
!
[
_
l
¥-' 

1時
中
.
笠
宮
~
O
吋
"
，
，
11;当

時
。

3
“sabbe 
d
h
a
m
m
a
 anatta 
'ti 
y
a
d
a
 
p
a
節
句
a
passati/atha 

nibbindati 
d
u
k
k
h
e
 esa 
m
a
g
g
o
 visuddhiya 

1!7 I!" 
(279) 

S
“sarve d
h
a
r
m
a
 a
n
亙
t
m
a
n
a
iti 
y
a
d
a
 prajnaya pasyati/atha nirvindati d

U
(lk
h
亙
m
esa m
五
rgo
visuddhaye 

(
N
)
 

/i
7
/i" 
(279) 

G
“s
a
r
v
a
d
h
a
r
m
亘
a
n
a
t
m
a
n
aり
prajnaya

pasyate y
a
d
亘
/atha
nirvidyate du1:J

k
h
a
d
田
a
m
a
r
g
o
 visuddhaye I! 

(
門
)

8
/i" 

〈
ザ
)

e
“sarvi d
h
a
m
a
 a
早
atva
di 
y
a
d
a
 pasadi c
a
k
h
k
号u
m
a
/
t
a
d
a
nivinadi d

u
k
h
a
 esa m
a
g
o
 visodhi'a. 

(29)" 

8
“s
a
b
b
a
 
d
h
a
t
p
m
a
 anatt
亙
ti
/
 yato pran

白
a
y
a
passati!
atha nibbi"

早
ate
d
u
k
k
h
a
/
e
s
a
 m
a
g
g
o
 visuddhiye 

〈
凶
)

/i
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A
D
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'
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百
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D
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→
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1
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祖
伝
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u
k
h
a
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o
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時
。
『
土
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J

4J1，ま
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時
謡
館
羽
近
海

~
t
d
羽
田
H
←
Y
冷
ü
Î
-
'
-
時
時
も
も
v

-'J.，9
A
D
V

富士電!Il
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:
\
!
持
活
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l担
o
Q
品
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剖
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岬
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"
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-
¥
屯
時
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空
事
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←
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い
え
よ
う
。

〉
ロ
〈
に
よ
っ
て

O
『
ウ
ダ

l
ナ
ヴ
ァ
ル
ガ
』
が
説
一
切
有
部
(
印
M
W
2聞
広
宮
削
色
ロ
)
所
伝
の
も
の
で
あ
る
確
証
を
指
摘
さ
れ
た
と
も

(
1
)
 
同
副
『
己
m
m副
E
F
E可
凶
苫
ロ
P
ロ
E
E
E畠
E
P
回
邑
色
町
m
t
F倒
F
H由
。
印
切
戸
時
品
MMMM
水
野
弘
元
「
法
句
経
対
照
表
」
(
『
仏
教
研
究
』
第
五
号

国
際
仏
教
徒
協
会
、
昭
和
五
一
年
一
ニ
月
、
二
一
七
九
頁

(
E
m円仲間
r
E
σ
E
E
m
g。
丹
生
実
憲
『
法
句
経
の
対
照
研
究
|
法
句
経
の
発
展
成
立
史

研
究
』
高
野
山
大
学
日
本
印
度
学
会
、
一
九
六
八
年
、
七
五
頁

(
E
E
σ
E
ι
E
E日間
E
E
g
z
E
L
F
P
E
σ
宮
E
E
H
)。
法
句
経
に
つ
い

て
白
文
献
内
容
等
の
詳
細
は
、
水
野
弘
元
「
法
句
経
に
つ
い
て
」
(
『
仏
教
研
究
』
第
二
号
、
国
際
仏
教
徒
協
会
、
昭
和
田
七
年
三
月
、
一
四
四

ー
一
一
六
頁
。
中
村
元
訳
『
プ
ッ
ダ
の
真
理
の
こ
と
ば
感
興
の
こ
と
ば
』
岩
波
文
庫
、
一
九
七
八
年
、
三
七
三
三
九
三
頁
「
あ
と
が
き
」
参

照。同陣
E
E
山間号一
r
q〕乱阿古吉凶唱阿
U
E
同UHNhmM加
工

C
Z間口問〈自-四
p
v
o
E
C
m肉
β

同
otmvp
〈
Oロ
司
口
5
N
回
maHVEAF
国
型
邑
戸
印
創
ロ
ω宵
ロ
芹
OMhzmcmnrE
吋，口同時里見ロロ己
O口
同
〉
σymロ
色
ロ
ロ
問
。
ロ

己
司
〉
}
自
品
。
EHO
且司
4
弔
問
由
自
円
宮
5
2
5
口
o
E円高
E
H
V
E
E
]
o
m
-
R
F問問
ω
Eロ
ω岳
o
同
E
自
ωE
ロ
2zmw
司
O]開。
-
Z
円
E
-
目
。
口
5mmwロ

〈
自
骨
巳
5
0
n
r
E
品
同
区
切
目
岳
F
s
g
a
m
s
t
m
丹
生
実
憲
、
前
掲
書
、
二
七
七
頁
。

叶

Fmw
町凶
HH己
町
出
品
ロ
宮
町
百
回
目
出
品
P
。
也
君
R
V
mロ
日
ロ
可
o己
znz。ロ
E
邑
円
0
5
2
0
D仲
買
可
ヴ
山
、
同
。
}
耳
目
g
c
m
F
(
F
Oロ品。ロ
O
口。ロ
Z]
印
m209

〈。
-
d
F。ロ品
o
p
C
M内向。
E
C
E
d
q
o
E
M門
司
司
目
。
昌
司
呂
町
N'HVHUhHC己同ロ虫、
Ee問
凶
〈
。
国
司
E
ロ
N
回
o
E
F
R
n
H
E
E
-
m
H
U
P
ロ
ロ
FMV
〈
阿
国
由
。

日
常
札
ぬ
芯
N
2
u
a
Q
K
N
弘
之
b
h自

、H
F何
回
邑
己
主
奥
田
喜
E
m
E
m
r
z
ロ
E
2
8邑
p
a
s
z・
印
印
E
E
P
同
司

E
E
Z旦
回
目
E
R
F
E芭
E
F
H
M
m
g
p
昌
司
匂

品
目
立
工

(
2〕
(
3
)
 

(
4
)
 

(
5
)
 

〔
断
片
羽
〕
〉
ロ
〈
円
以

H
N
E
Z
Z

〈
実
に
も
し
も
業
(
宵
司
自
自
)
が
原
因

(
E
Eロ
凶
)
で
自
在
神
等
(
凱
百
品
監
)
で
は
な
い
と
す
れ
ば
、
ど
う
し
て
世
界

(
-
o
r
s

は
そ
の
原
因
を
把
捉
す
る
の
か
(
と
い
う
反
論
者
に
対
し
て
)
。
そ
こ
で
我
々
は
云
う
|
|

『
諸
業
の
能
力

(
m
m
r
t
)
は
儀
軌
(
乱
岳
山
)
・
時
間

(
r包
釦
)
・
摂
取
(
四
日
冨
)
等
に
よ
っ
て
知
覚
さ
れ
る
。
そ
れ
故
、
そ
れ
ら

阿
昆
達
磨
灯
論
釈
に
お
け
る
円
皆
ω
E
批
判

五
五



五
六

に
お
い
て
諸
の
能
力

(
e
E
C
が
あ
る
以
上
、

〈

1
)

第
二
義
的
は
た
ら
き
と
適
合
す
と
称
さ
れ
る
。
』

(rmw司ロ
Mmロ
間
口
同
『
0
品『可
mgw

開
釦

}
8
2
5比
-a-m間
司
与
包
HFFHf¥山首
Z
.
E
ω
Z
E
S
R
F釦
E
m
E缶
四
E
担、副

44同
門
司
削
望
書
£
日
E
z
h
問
問
回
目
吋
、
ご
。

す
な
わ
ち
既
に
説
か
れ
た
!
|
|

『
儀
軌
(
ヨ
島
且
)
・
命
令

(
4
E
E削
E
)
・
必
然
性
(
呂
志
位
)
・
自
性

(
m
g
u
g〈
凶
)
・
時
間

(r担
問
)
・
摂
取
(
間
E
F
g
・
自
在

神
(
出
A
E
E
U
・
業

(
r
R
E
S
-
運
命
(
宏
一
S
)、
諸
の
善
福
な
る
同
義
異
名
(
宮
ミ
母
ー
自
削
自
問
旦
)
は
先
に
な
さ
れ
た
も
の

に
と
っ
て
教
義
に
適
合
す
。
』
守
E
E
2
E
F悶
E

E
邑〕
E
E
C
ω
S
F
F同
g
f
}内
出
。
問
自
『
間
同
山
〈
司
祭
司
自
包
包
S
E
¥官ロロ可悶
E

F
F間
(
忠
品
目
)
E
W江
間
ロ
宮
山
、
。
同
州
島
FHMmw弓
削
ヨ
ロ
削
呂
削
ロ
門
官
民
品
r
t富
山
面
、
)
。

外
教
の
一
連
の
用
語
を
業

(
r
R
E
E
)
の
能
力

(
P
E
C
と
対
比
さ
せ
る
〉
U
J
H

の
論
証
の
仕
方
は
〉
同
国
に
は
認
め
ら
れ
な
い
。

後
述
す
る
よ
う
に
ジ
ャ
イ
ニ
は
脚
註
に

ω
『
シ
ュ
ヴ
ェ

l
タ
l
V
ュ
ヴ
ァ
タ
ラ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ツ
ド
』

2
・
3
、

ω
『ス

γ
ュル

タ
・
サ
ン
ヒ
タ
l
』
(
日
・

F
己
)
の
偶
を
典
拠
と
し
て
示
す
。
開
削
H

印
吋
は
外
教
の
説
に
対
し
て
副
次
的
意
義
を
与
え
て
い
る
。
こ
れ

は
ヴ
ァ
イ
パ

l
シ
カ
学
派
が
〉
ロ
〈
作
成
時
代
に
力
を
得
て
い
た
ウ
パ
ユ
シ
ャ
ツ
ド
哲
学
や
古
典
イ
ン
ド
医
学
書
の
学
術
文
化
の
光

を
あ
び
な
が
ら
〉
ロ
〈
独
自
で
外
教
と
の
思
想
的
接
触
を
は
た
し
て
い
っ
た
証
左
で
は
な
い
か
。
先
行
の
諸
原
理
と
混
融
複
合
化
し

自
家
薬
籍
中
の
物
と
な
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

(
1
)
 
三
友
健
容
、
前
掲
書
、
六
人
買
。
「
摂
取
」
に
関
し
て
、

Z回
E
H〈
「

NH
お
よ
び
ウ
ッ
ド
ヨ
!
タ
カ
ラ
〔
口
怠
〕
B
E
R
m
E〉
の
『
大
疏
』
(
品
E
H
E
)

白
釈
説
が
想
起
さ
れ
る
。

}Sゴロ岡
E
F聞
耳
『
岳
叫
古
丘
E
F凶『『凶
E
自
苫
喧
凶
自
匂
邑
削

5MM削
Wmw凶
EHM(日目)冨件
E
F
削
Z
品川
M
4
5
4
E
M
W
E

E
(
Z〕弘一苫ー品
1
2
w
E
P
問
問
問
冨
印
自
ωrロ仲間町コ
g
u
M
L
M
古田
MOMM)
「
摂
取
の
意
味
は
何
か
。
業
の
果
報
〔
異
熱
)
の
時
が
き
た
と
き
〔
自

在
神
が
〕
如
実
に
そ
の
者
に
〔
業
を
〕
適
用
す
る
こ
と
で
あ
る
。
」
仏
国
e
E
S
E
L
F
-
P
印印

-
F
ロ印

?"J山
田
龍
城
・
伊
藤
和
男
共
訳
、



前
掲
害
、
二
一
一
六
頁
。
山
本
快
龍
「
六
派
哲
学
に
於
け
る
神
の
問
題
」
前
掲
書
、
一

O
六
l
七
貰
参
照
。
ま
た
叫
〈
e
d
u
y
N
の
宮
ω喜
朗
〈
"
の

意
義
に
つ
い
て
も
な
お
種
々
検
討
を
要
す
る
。
ロ

Q
M
E
Z
E
B百〕
F
4
5
m
n
B
E
2ロ
m
g
ι
4
4吉
伸
一
切
り
o
E
E
H
E
Eロ司
Z
E
B
Z〕子

同

voouzd-ucE白
Z
5岡
田
o
E
F
Z
0
4〈
UEFHヨ
国
ロ
品
。

ιeHS戸
UU
品
目
白

l
叶

〔
断
片
刊
〕
〉
U
4
官
邸
勺

E

〈
非
因
(
浜
町
自
己
を
因
な
り
と
邪
道

(
E
E問
問
問
)
を
道
な
り
と
把
握
す
る
こ
と
が
戒
禁
取
(
見
)
(
白
2
3
Z
E品
E
R
P
)

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
五
取
離
(
盲
目
。
ou包
智
2
r
s
ι
E
)
を
本
性
と
す
る
も
の
は
勝
因

S
E
r
-
c
・
自
在
神
(
同
肌
S
E
)
・

純
粋
精
神

(
E
E包
)
等
を
因
と
す
る
も
の
で
渇
愛
(
可
沼
山
)
を
因
と
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
よ
う
に
非
因
を
因
な
り
と

見
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
火
水
へ
趣
く
等
の
邪
行
が
生
天
の
因
た
る
こ
と
、
勝
因
と
純
粋
精
神
と
の
聞
の
相
違
の
知

e
z・

(
1
}
 

}QEURZω
削三
R
S
E山
口
凶
)
等
を
解
脱
の
因
と
す
る
こ
と
は
邪
道
で
あ
る
ご
と
き
で
あ
る
。
〉

こ
れ
は
世
界
の
原
理
に
関
す
る
自
在
神
(
叫
山
g

E〉
等
の
非
因
計
図
、
非
道
計
道
を
論
じ
て
戒
禁
取
(
訟
当
日
E

E品
目
向
山
釦
)
を
札

す
。
〉
間
切
で
は
若
干
語
裁
の
ち
が
い
が
み
ら
れ
る
も
の
の
同
趣
旨
の
も
と
に
論
ず
る
(
〉
岡
田
〈
戸
司
沼
崎

J
。
ま
た
こ
れ
と
の

(
2〉

関
連
文
脈
〈
数
H
(数
論
派
)
と
聡
伽
(
派
)
と
の
知
等

(ω
削
岳

5
〕
言
吉
岡
E
D問
ロ
忠
司
与
)
は
解
脱
(
自
。
rmm)
の
道
で
は
な
い
の
に

ロ
-N
∞NTHOW
印

F
E
E
本
司
吋
a
a
J
P
版
〈
。
}
H
H
F

(
3〉
ハ

4
v

↓
問
E

Z

Eロ
)
は
、
衆
賢
の
『
順
正
理
論
』
巻
四
七
、
『
顕
宗
論
』
巻
二
五
で
は
〈
性
と
士
夫
と
の
智
等
:
:
〉
と
釈
L
H
V
E
R
E
と

そ
れ
ら
を
道
な
り
と
見
る
〉
(
〉
同
国

司

-NNF
N

田由問削旧山「し問】守俗間
ω
n
mロ

U
R
E
m
と
の
相
違
を
立
論
す
る
数
論
(
印
刷
同
時
wrF百
)
と
呼
応
し
〉
ロ
〈
の
論
旨
と
同
類
で
あ
る
。

以
上
の
〉
ロ
〈
の
断
片
箇
所
に
そ
っ
て
若
干
関
係
文
脈
を
た
ど
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

阿
見
達
磨
灯
論
釈
に
お
け
る
原
S
E批
判

五
七



五
八

(3) 
匂
E
rユ
同
と
℃
ロ
ロ
初
防
と
の
聞
の
相
違
の
知
(
】
田
町
山
口
釦
)
に
つ
い
て
は
『
由
同
E}ヰ
奇
知
同
町
存
削
」

MM
に
対
す
る
『
印
副
島
井
町
苫
1

〈
耳
丘
、
}
内
側
当

お
よ
び
口
E
己
凶
匂
包
mw
の
「
回
冨
唱
倒
」
、
〈
聞
の
器
官
巴
自
白
山
自
の
『
↓
z
q
m
r
E
E
C己
出
、
青
山
山
主
に
対
す
る
山
自
}
自
E
の
「
』
凶
百
自
宮
崎
巴
釧
』
、

宮
邑

FCm忠
告
知
印
同
盟
E
口
の
『
H
J
自
吾
凶
E
F
F邑
凶
』
等
の
註
釈
に
よ
っ
て
論
証
さ
れ
る
。
金
倉
困
照
『
サ
l
ン
ク
ヤ
・
タ
ッ
ト
ヴ
・
カ
ウ

ム
デ
ィ
i
」
(
『
東
北
大
学
文
学
部
研
究
年
報
』
所
収
、
一
九
五
六
年
、
九
一
一
ー
=
一
頁
)
、
村
上
真
完
『
サ
l
ン
ク
ヤ
哲
学
研
究
l
l
lイ
ン
ド
哲
学
に

お
け
る
自
我
観
」
春
秋
社
、
一
九
七
八
年
、
二
八
三
、
一
ニ
O
五
、
五
八
一
、
六
五
回
、
七
九
O
頁
参
照
。

数
論
と
漁
伽
派
の
智
を
指
す
こ
と
は
真
諦
訣
『
倶
舎
釈
論
』
巻
一
四
(
大
正
二
九
、
二
豆
四

a
)
「
唯
執
僧
怯
倫
伽
等
智
」
に
よ
っ
て
明
ら
か
で

あ
る
。
『
園
訳
大
蔵
経
』
論
部
十
二
(
三
六
四
頁
註
一
一
五
)
『
固
訳
一
切
経
」
見
曇
部
二
十
六
下
〔
七
八
九
頁
註
一
二
三
参
照
。

『
順
正
理
論
』
巻
四
七
「
道
有
二
種
。
一
増
上
生
道
。
二
決
定
勝
道
。
投
水
火
等
繭
遍
邪
行
。
非
生
天
因
名
第
一
道
。
唯
受
持
戒
禁
性
士
夫
智
等
。

非
解
脱
因
妄
執
為
因
。
名
第
二
道
。
」
(
大
正
二
九
、
六
O
六
a
〉。

『
顕
宗
論
」
巻
三
五
(
大
正
ご
九
、
八
九
=
一
C
)
。

(
1
)
 

(
2
)
 

(
4〉

〔
関
係
文
脈
A
〕

断
片

W
の
論
証
形
態
は
パ

l
ヴ
ァ
ヴ
ィ
ヴ
ェ

l
カ
(
国
『
智
E
Z
o
r
m
一
回
F
2ヨ
・
〉
巴
目
色
。
l可
申
〉
著
『
中
観
心
論
煩
』

(
宮
中

島
q
m
M
E
r
t
H
H
E〕
B
l阿
曽
野
削
一
口
F
G
E
m
w宮

ω回
庄
司

O
F
H
Z
F日間

-
o
F
R
U可
mmj回
出
東
北

Z
P
ω
田町印

ロm
m
H
H
F吋

北
京

Z
0・

日

Nas--田
町
)
「
第
三
章
真
実
智
の
探
究
」

(
、
叶
旦
言
問
ヨ
ユ
削

JS片
山
付
。
仲
間
同
守
呂
田
町
山
口
m
H
E口問
l宮
口
RFAW品
。
ロ
削
ヨ
防
局
ロ
ヨ
f
・
ロ
伶

r
F。

ロ
ω
出回《凶}内可戸山

om
司
釦
同
ω『。
-Eω)
に
釈
説
せ
る
世
界
創
造
因
の
自
在
神
(
凱
E

E
〉
等
を
批
判
す
る
論
法
と
類
似
す
る
。
す
な
わ
ち
〈
こ

れ
に
よ
っ
て
時
間

(
E
-
P
E
ω
)
・
純
粋
精
神
(
司
馬
E
p
m
Z
B
F
Z
)
・
根
本
原
質
(
司
自
白
品
ロ
F
岡
Z
o
F
O
)

丘
己
司
宵
自
)
或
は
ヴ
ィ
ジ
ユ
ヌ
神

(
i
g
F
r
F一可凶
U
Z戸
間
一
)
は
こ
の
世
界
の
原
因
で
は
な
い
と
反
駁
す
る
こ
と-
が極
で微
き こ子
よ出
うT員
、ノ~

〈ヒ3
し、ロ

か
な
る
存
在
も
決
し
て
ヴ
ィ
シ
ユ
ヌ
神
尖
広
告
F
同
色

E
o
e
・
主
宰
神
(
同
山

p
己

U
B
U『
吉
岡
)
ず・
或純
は粋
顕精
現神
さ(
，.，司

zi 
、Jω
Pず
可

自

σロ
)
・
根
本
原
質
(
司
自
島
問
ロ
P
同
g
o
E
O
)
・
原
子
宣
言
恒
三

z
J耳
目
)
等
の
原
因
か
ら
は
生
ぜ



Z
0
・ω
∞8
・

『
般
若
灯
論
』

(pa口容
E
島
宮
日
巴
ω
自
包
Z
m
目
安
当
円
5
・
u
z
l
目
的
岳
山
ユ
自
『
凶
包
F
向
耳
目
l
富
山
田
l
E
F
i
m
問
吋
O
ロ
日
ω
・
東
北

と
は
何
か
。
自
性
(
ω
g
u
F
同
語
、
ロ
o
u
o
自
己
)
と
自
在
神
(
叫
皆
同
p
ι
u
g
芸
〕
苫
向
)
と
純
粋
精
神
Q
Z
E
E
-
m
s
g
u
z
)
と
根

同
，
m
F
釦
問
。
弓
日
H
m
H
北
京
Z
0
・
町
民
叫
)
で
も
〈
或
は
ま
た
無
因
と
は
悪
因
で
あ
る
、
無
婦
等
の
如
し
。
悪
因
(
吋
間
苫
E
ロ
)

本
原
質
(
司
E
S
削
E
M
間
同
S
E
。
)
と
時
間
(
昨
担
問
、
含
ω
)
と
那
羅
延
天
(
ロ
削
門
司
S
F
自
注
目
内
E
E
己
)
等
で
あ
る
。
真
実
で
な
い
故

(3) 

に
、
諸
の
存
在
は
そ
れ
ら
無
因
よ
り
生
起
し
な
い
。
〉
と
あ
り
、
同
様
に
世
界
創
造
の
原
理
を
否
定
す
る
の
に
相
応
す
る
。
こ
の
限
り

大
乗
中
観
思
想
と

7
ピ
ダ
ル
マ
の
教
学
の
視
点
は
一
致
す
る
。

(
l
)
 
o
h
o
E
E
E
H
U
Z
E
百
円
尚
昆
g
E
百
日
ヨ
同
信
号
¥
E
E
E
告
白
削
唱
凶
】
凶
m
m
E
2
活
再
活
再
開
自
昭
島
司
耳
、
¥
品
。
ω
ヨ
己
E
E
ロ
ω
}
4
m
m
E

E
U
、
韓
m
o
t
o
E
E
ち
日
ロ
喜
吉
σ
z
a
仏
語
、
居
間
吋
O
E
Z
ミ
2
E
C
一
E
E
也
君
、
身
品
官
5
E
E
n
F
C
F
宮
内
写
旦
(
ロ
E
H
H
U
J
。

江
島
恵
教
『
中
観
思
想
の
展
開

1
i回
E
g
i
z
E
研
究
|
|
』
春
秋
社
、
昭
和
五
五
年
、
印
自
井
口
同
・
叶
吉
耳
目
叶
o
E
M
M
U
U
M
品
目

ロ
m
r
o
世
j

〈
ぬ
世
間
百
円
口
百
官
-
E
B
削
ロ
副
官
、
削
《
出
F

品
目
目
的
問
同
¥
』
附
句
R
O
〈
〕
E
-
E
O
〈
B
U
M
F
宮
山
守
m
F
}
自
由
。
5
w
E
F悶
H
d
n
m
w
p
釦
『
¥
加
盟
。
ι
E
O
巴
品
σ
凶
ロ

阿
佐
山
吉
岡
許
可
由
百
円
首
ロ
、
R
E
E
E
己
目
U
F
E
ロ
E
E
官
官
E
、
旦
理
一
三
宮
島
喜
朗
世
田
開
m
m
-
s
m
吉
、
昔
。
m
M
U
O
F
関
与
苫
岳
山
、
。
仏
ヨ
釦

日
コ
ロ
¥
〔
ロ
m
m
巳
σ
J
、
江
島
恵
教
、
前
掲
書
、
召
ω
包
1
8
H

「
般
若
灯
論
』
巻
一
(
大
正
二
一
O
、五=一
b
〕
「
復
次
彼
悪
因
者
。
亦
名
無
因
。
如
無
婦
等
。
何
等
悪
因
。
所
調
自
性
及
自
在
天
。
丈
夫
政
時
。
那
羅

延
等
不
良
実
故
。
是
故
此
等
無
因
。
」
山
口
益
訳
『
月
称
造
中
論
釈
I
』
弘
文
堂
昭
和
二
二
年
、
五
九
頁
註
①
。
同
著
『
山
口
益
仏
教
学
文
集

下
』
春
秋
社
、
昭
和
四
八
年
、
ご
二
九
頁
-
田
村
智
淳
「
プ
ラ
ジ
ュ
ナ
l
カ
ラ
マ
テ
ィ
の
有
神
論
批
判
L

(

『
南
都
仏
教
』
二
七
号
所
収
)
、
一
九

七
一
年
、
二
頁
等
参
照
。
な
お
『
入
問
伽
経
』
〔
円
E
E
Z
E
E
-
m
日
日
)
T
は
通
常
国
〈
時
釦
(
自
在
、
ι
E
D
l
u
o
)
は
U
E
昏
削
E
h
c
E
宮
-

E
F
S
F
胃
巴
q
z
-
2
巴
》
}
品
S
-
百
骨
n
n
F
削
-
2
m
E
耳
目
w
凶
円
耳
・
5
ω
ロ
F
胃
凶
】
凶
U
m
E
な
ど
の
語
義
を
伴
っ
た
文
脈
で
論
じ
ら
れ
宮
内
凶
σ
山
、

〈
E
弘
司

P
回目吋

Z
。臼

θ
同
M
E
M
O
M
-
@
匂

E
M
凶
@
℃
ふ
C
M
ω
2
@
U
B
E
M
M
@
凶

U
4
2
2
n
@
匂

話

z
z
@
旬
∞
。
=
=
申

唱
曲
同
調
@
H
V
由
t"と
⑧
司
戸
田
吋
1
・
@
℃
巳
N
N
?
"
。
@
司
-
Z
∞=
=
@
H
U
H
E
E
S
@
U
H包
Z
Z
)
、
或
は
E
m
z
a
E
E
(
摩
地
首

縦
、
大
自
在
)
の
も
と
で
同
類
の
趣
意
に
理
解
さ
れ
る
(
田
区
内
同
一
@
古
田
1
-
1
M
m
@
司
ロ
モ
T
Z
@
旬

H
日
由
N
a
N
戸
@
官
日
間
山
市
T
N
m
@
司

]
戸
市
山
]
戸

ω

&

)

。

(
2
)
 

(
3
)
 

阿
見
達
磨
灯
論
釈
に
お
け
る
m
g
E
批
判

五
九



六
O 

〔
関
係
文
脈
B
〕

断
片
血
、
断
片

W
で
指
摘
し
た
出
S
E
批
判
は

ω出〈
m
E
等
が
世
界
創
造
の
原
因
た
り
え
な
い
こ
と
、

ω助
力
因

(ω
善
美
智
口
内
山
内
自
己
を
待
つ
こ
と
、

ω
片山百三時
p
g司
o
g
E
と
自
在
力
(
巴
肌
話
弓
凶
)
と
の
内
的
関
係
、

ω自
存
者

(
ω
g
g巳
E
)
と
依
他
起
(
司
副
司
民
自
可
山
、
と
な
ど
の
文
脈
で
把
え
ら
れ
る
有
神
論
(
目
出

g
E
〈
包
己
批
判
で
あ
っ
た
が
、
是
等
と

の
対
比
に
お
い
て
論
証
の
類
似
性
が
み
ら
れ
る
。

〈

1
)

日
弓
削

g
g
E
)
一
第
九
章
般
若
波
羅
蜜
多
ロ
同
」
(
甲
呂
田
間
回
以
削

E
E
M
g
口問

E
m
S
E
E
m廿
富
岡
山

Rzeq)開削
-HH喧

H
N
F
Z
N
お
よ

そ
れ
は
寂
天
(
印
刷
E
E
2
F
hr・
ロ
'
四
日
C
l叶
問
。
)

の
『
入
盟
国
提
行
論
』
(
回
邑
EI

び
ヴ
イ
ク
ラ
マ
シ

l
ラ
寺
(
ヨ

r
z
E
m
m己
防

ヨ
『
同
日
)
南
門
の
守
護
者
プ
ラ
ジ
ュ
ュ
ャ

l
カ
ラ
マ
テ
ィ

〔同日目口出町出口出凶

-EEr

印
g
E
F
F
U
E
b
間
口
自
立
。
唱
。

ω)
の
「
細
疏
』
(
司
包
]
持
削
)
中
の
一
連
の
自
在
神
批
判
に
お
い
て
で
あ
る
。
特
に
問
削

aHNh
で
〈
時

に
助
力
因
を
欠
く
か
ら

(
g
g
r間
立
耳
目
}
自
]
可
刷
。
創
造
し
な
い
の
だ
〉
(
反
論
者
)
と
な
ら
ば
出
S
E
の
本
因
と
し
て
の
自
性
力
、

他
に
助
力
因
を
待
た
な
い
常
住
・
恒
存
性
と
い
っ
た
超
越
的
神
格
は
成
立
せ
ず
、
自
己
矛
盾
に
陥
る
こ
と
に
な
る
と
。
問
問

aHN印

で
自
在
神
論
者
の
和
合
因
(
自
由
自
身
房
副

E
E
)、
不
和
合
因
〔
凶
器
自
自
身
一

Z
E
S
)、
動
力
因
(
昆
目
豆
島
町
自
己
の
三
因
に

(
2
)
 

よ
る
果

(r副
司
と
を
生
ず
る
と
い
う
主
張
も
、
要
す
る
に
〈
石
女
の
娘
の
如
く
〉
出

E
E
は
成
立
し
な
い
こ
と
、
開
削
H
N
E

で
は
依

他
起
(
司
削
日
同
百
円

qm)
の
論
理
か
ら
出
釦

HHMmm仲間
H
E
m
s弓
m自
の
等
式
、
自
在
力
、
創
造
力
の
非
理
を
論
駁
す
る
。
更
に
問
問

aH品
N

で
何
ら
宮

ωFF間〈
P
叫山
g
z
b
E
ι
F山
口
仰
の
非
因
な
ど
よ
り
生
起
し
な
い
こ
と
、
そ
れ
故
、
〈
目

UZEE-r自
ω等
の
作
者
性
も
ま
た
存

〔

3
v

在
し
な
い
。
そ
れ
ら
も
ま
た
因
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
〉
と
い
っ
た
仕
方
で
批
判
す
る
の
で
あ
る
。

( 

I 

金
倉
困
照
訳
『
悟
り
へ
白
道
』
平
楽
寺
書
庖
、
一
九
六
五
年
、
一
九
七
一
九
八
、
ニ

O
ニ
頁
審
照

o
a
g〈
E身
P
回。

ι
Z
E司
副
話
仲
間

E



(
2
)
 
。
片
品
凶
凶
悪
昔
話

S
F
F
o
n。
E
E
S
E弓
司
B
Z
E
o『日
V
E
E
r
m
E
E
m
p
回印吋
J
Z。
HF
口問

5
2哲
也
呂
田
P
書
留
∞
tM晶
Y
M
g
h山

口
益
仏
教
学
文
集
下
」
前
掲
害
、
二
四
五
|
七
頁
彦
照
。

E
E凶〈阻吉
W
同日ロ削
E-
田
知
自
白
〈
削
古
r削叫凶
q
m
w
自
-
E
E
E凶昨師同居釦
E
B
t
r間
E
E
E
E百円
W
副
弓
凶
日
旦
回
以
邑
】
E
Z
E
M弘
司
自

UM包
3
Z

Z
印

A
H
N
H
に
対
す
る
己
品
丘
、
o
z
w
m
E
の
『
〈
削
再
巴
}
自
』
の
反
論
が
指
摘
さ
れ
る
。

J『R
B
E
E
M
R
ω
日

Z
色
E
E〕
E
Y
E
B
ω
ー

品
1
r副E
ロ
削
留
日
目
、
間
百
昨
司
自
宅
。
E
P巳同日
z
r
E
F
M
E
P
℃
合
1
4
「
お
よ
び
動
力
因
な
る
も
の
は
、
他
の
ニ
つ
の
困
、
(
即
ち
)
和
合
図

と
不
和
音
因
と
を
摂
取
す
る
も
の
で
あ
る
。
」
目
。

E
g
z
-
E
E
S
印印

a
L
Z
z
z
山
田
龍
城
・
伊
藤
和
男
共
訳
、
前
掲
書
、
二
三
ハ
頁
参
照
。

宮
E
E
}内
側
面
仏
国

r
ユE
S
E呂
日
ロ
副
ω
F
百

ω削
E
U
E
E
E
Z出
向
E
P
U
N
g‘

(
3
)
 

〔
関
係
文
脈
C
〕

フ
ラ
ジ
ュ
ニ
ャ
l
カ
ラ
マ
テ
ィ
の

『
細
疏
』

に
は
シ
ヤ
l
γ
テ
イ
ラ
ク
シ
タ

(印凶ロ同日門知宵
ωH同釦噂

〉

巴

自
由
C
l吋
品
。
)

の
主
著

『、H
，
民
吉
田
虫
廿
句
.mFω
』

(∞
E
内
益
面
白

E
m
E片岡印
01A出
戸

H
F
5
∞
∞
)
が
よ
く
引
証
さ
れ
る
。
そ
の
第
二
章
「
自
在
神
の
考
察
」

〈同胞〈
ω口
6
m
z
r明間)

カ
マ
ラ
シ
l
-
フ
(
同
州
自
己
色
白
山
口
p
〉・

u・
8
0
l
a
o
頃
活
躍
)
の
「
司
釦
由
itr削
』
「
自
在
神
を
破
棄
す
る
に
正
し

い
認
識
手
段
の
証
明
」
(
凱

g
E
F
住
民
8
2日
間
口
o
u
mロ
ユ

z
g
中
、
特
に
問
問
・
∞
吋

l
gが
結
び
つ
く
。

〈
自
在
神
(
同
皆
同
日
)
は
諸
の
生
者
の
因
で
は
な
い
。
生
ず
る
こ
と
が
欠
け
て
い
る
か
ら
。
空
中
の
蓮
華
の
如
し
。
も
し
そ
う
で
な

(
l
v
 

け
れ
ば
す
べ
て
は
同
時
に
存
在
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
〉
(
開
削
∞

σ

〈
或
は
順
序
次
第
を
も
っ
て
生
ず
る
も
の
は
自
在
神
(
円
安
時
三
を
因
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
上
述
の
論
証
か
ら
生
じ
た
愚
人
た

〔

2
v

ち
の
観
念
の
如
し
。
〉
(
関
山
・
∞
∞
)

こ
れ
は
〉
阿
国
・
〉
ロ
〈
で
釈
説
せ
る
〈
一
切
法
の
順
序
次
第
に
よ
る
生
起
〉
論
と
関
連
し
得
る
。
そ
し
て
ま
た
、

〈
そ
れ
ら
も
彼
(
出
〈

mE)
か
ら
生
じ
た
と
す
る
場
合
に
は
論
証
を
詮
説
す
る
こ
と
は
無
駄
で
あ
る
。
常
住
で
あ
る
か
ら
治
療
を
要

阿
見
遠
慮
灯
論
釈
に
お
け
る
訳
語
E
批
判

，、
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E
岳
製
富
江
口
副
Emw召
自
日
目
可
釦
HMZ
百
円
件
同
門
戸
日
官
同
岳
ロ
丘
釦
円
山
田
口
m
E
h
)〉

(
3
v
 

で
あ
り
、
前
者
は
既
に

H
・
ヤ
コ
l
ピ
に
よ
り
注
意
せ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

自
性

(
ω
S
E
E削
〈
釦
)
と
自
在
神
(
出
S
E
)
の
両
者
の
関
係
で
は
〉
阿
国
(
〈
1
N
d

中
、
経
量
部

3

2
門
吋
削
ロ
昨
日
]
出
)
所
伝
と
さ
れ

る
有
偶
す
な
わ
ち
、
〈
自
性

(ω
〈色
u
E
削
〈
凶
)
は
一
切
時
に
存
在
し
、
ま
た
有
為
的
状
態

(FF削
〈
釦
)
は
常
住
で
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な

い
。
し
か
も
有
為
的
状
態
(
宰
削
〈
凶
)
は
自
性

(ω
〈
m
E
E
S
)
と
異
な
ら
な
い
と
は
明
ら
か
に
自
在
神
(
同
町
〈
R
S
の
な
せ
る
仕
業

で
あ
る
0
2
S
F
E皆川
W
F
E
2包
聞
の
削
ω巴
『
『
聞
き

E
q弘
E
ロ田山、
E
O
¥ロ
ω
B
哲
釦
『
冨
〈
削
己

UE聞
き
M

ミ
0
4
ω
r
E日
出
E

E

B
m
P
E目
、
官
同
恒
常

i
N
)〉
が
問
題
と
な
っ
た
。
説
一
切
有
部
(
印
司
品
包
品
色
ロ
)
は
、
事
物
の
恒
存
的
本
質
の
あ
り
方

(
ω
S
F凶
S
)

を
変
易
す
る
状
態

(FF間
S
)
の
作
用
面
を
強
調
す
る
こ
と
で
弁
護
し
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
、
同
o
p
r削
E
〈
E
C
U
E且『
E
に
と
っ
て

は
先
の
有
備
の
如
き
瑚
弄
の
答
釈
を
惹
き
起
こ
す
だ
け
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
み
る
。
結
局
、
〈
法
性
(
品
F
R
E
E
S
は
深
遠

(
4〕

で
あ
る
(
問
ω
E
E
F同
片
山
)
。
〉
、
人
間
の
理
性
的
手
段
(
区
長
P
思
択
)
に
よ
っ
て
は
達
成
さ
れ
が
た
い
と
い
う
も
の
と
な
っ
た
。
〉
阿
国

〈

S
)

〔

6
)

の
こ
の
偶
は
『
叶
巳
守
mwE吉
岡
E

E』
(
開
削
'ZDH)
に
適
用
さ
れ
、
同
趣
旨
文
が
『
入
菩
提
行
論
』

(HH・
に
ω)
の
『
細
疏
』
に
引
証

さ
れ
自
他
派
に
よ
っ
て
共
に
批
判
の
典
拠
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

2 
) 

同

MM宮司
E
g
2
0品同〕百戸山之内
w白
雪
且
mwE一宮
HMMERE削
E
w
m
E『
一
百
唱
。
一
切
且
仙
沼
〉
ロ
自
ι凶昨
mwEmmmEω
甲州吋百唱
E
F曽
mzF
口
Z
E『
g
r巴
MH叶ヨ

匂同血
ω

・
宇
井
伯
寿
『
印
度
哲
学
研
究
』
五
岩
波
書
広
、
昭
和
四
O
年
、
四
=
一
O
頁
で
も
指
摘
せ
ら
れ
て
い
る
。

大
地
尿
誠
玄
訳
『
ス
シ
ュ
ル
タ
本
集
」
ア
I

ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
研
究
会
、
大
限
、
昭
和
四
六
年
、
一

O
一エ頁。

D
・
チ
ャ
ッ
ト
パ
l
デ
ィ
ヤ
l

ャ
、
佐
藤
任
訳
「
科
学
・
哲
学
お
よ
び
社
会
」
(
『
ア
ユ
ル
ヴ
ェ
ダ
研
究
第
8
号
、
一
九
七
八
年
度
版
」
所
収
)
ア
l

ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
研
究

会
、
一

O
七
頁
註
(
印
)
参
照
。

国
』
R
o
t
r
口
町
開
ロ
伴
者
一
n
E
E
m
骨
門
口
。
口
B
E
Z
F
o
E
E
H
E
oヨ
ロ
ロ
ι
骨
Z
ロ
回
宮
司
包
括
宗
門
骨
ω
ロ
由
自
ロ
口

E
Z
m沼田
0
5
5
ι

FEH》
N
H
E
M
M
目
印
同
国
戸
山
田
龍
誠
・
伊
藤
和
男
共
訳
『
印
度
古
代
神
観
史
』
大
東
出
版
社
、
昭
和
一
五
年
、
六
五
買
。

(
1
)
 

3 
) 

阿
毘
達
磨
灯
論
釈
に
お
け
る

H
m
g
E
批
判

ノ、



ノ、
四

(
4
)
 
〉
同
回
匂
OUCHEZ-
北
京
版
℃
・

M白
0・
話
回
児

NU
〉
ロ
〈
同
ueM∞
0・
0

開・司
E
ロ
者
巴

E
o
p
〉
σFEE凶
口
百
回
目

E
色
。
ロ
〈
・
ロ
耳
印
釦

Hd官民〈釧《同州島

巧
N
問
的
。
忌
吋
戸
出
印

HH日
l

品

目

寸

且

F
E
2凶
mC品
E
・
2
住
吉
骨
-
呂
田
口

P
U
H
秋
本
勝
・
本
庄
良
文
「
倶
舎
論
一
ニ
世
実
有
説
(
訳

註
)
」
(
『
南
都
仏
教
』

HU号
所
収
)
一
九
七
八
年
、
九
て
九
人
頁
註
(
幻
)
。
西
義
雄
『
園
訳
一
切
経
』
見
曇
部
二
十
六
下
、
八
二
六
頁
註
拐

に
経
畳
部
所
伝
の
備
と
し
て
紹
介
す
る
。
村
上
真
完
「
永
遠
の
有
と
転
変
サ
ン
ク
ヤ
哲
学
と
世
親
l
|」
(
『
仏
教
思
想
史
2
』
所
収
、
平

楽
寺
書
宿
、
一
九
八

O
年
、
一
四
、
一
八
頁
容
照
)
。
な
お
灯
論
作
者
(
口
H
E
E
E
)
は
三
時
説
、
普
遍
的
実
在
を
根
拠
.
つ
け
る
た
め
に
提
起

し
た
命
題
の
な
か
で
、
永
遠
常
住
の
実
体
を
認
め
る
ヴ
品

l
ダ
や
数
論
の
学
説
を
仏
陀
の
本
意
に
即
し
て
批
判
す
る
自
ら
の
意
図
を
こ
れ
に
対

す
る
倶
舎
作
者
(
同
。
山
鳥
時
凶
)
な
い
し
経
量
派
(
印
肉
E
品目同】

E)
が
ヴ
ェ
ー
ダ
・
数
論
と
同
列
に
論
す
る
不
当
な
曲
解
を
波
涯
し
て
い
る
。

拙
稿
「
有
部
論
史
上
に
お
け
る
〉
F
E
E
Z
E
E
e
m
に
つ
い
て
」
(
『
曹
洞
宗
研
究
員
研
究
生
研
究
紀
要
一
号
』
所
収
、
昭
和
四
四
年
、
五
四
頁

以
下
)
。
ア
ピ
グ
ル
マ
の
望
号

g
gの
本
質
概
念
は
ウ
ハ
ユ
シ
ャ
ツ
ド
哲
学
の
視
座
か
ら
も
見
直
さ
れ
理
解
さ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
ロ

n
z
z
o官
会
百

F
d司
E
Z
m
ロ
ヨ
ロ
問
自

ι
当
E
E
M
m
E
E
E
Z
ι
5
-
v
E
-
o
m
o
u
v予
忠
告
吉
正

E
g
m
E
E
m
図。区間喧

z
z
p
s
r

Mロ
品
。
品
目

Z
W
4
吋

e同
UUekm印
由
l
吋

}
内
町
昨
日
同
世
田
2
E向
ロ
向
m
R
E
R凶同

ι『
耳
呂
田
E
〈
RquBE¥npE同
品
ロ
ヨ
向
弓
凶

n
n
m
w町
R
S
E
A
-巴
h
E召
且

2
2凶2
1
R
m呂
、
同
削

H

白
色
戸
、
(
回
釦
ロ

ιι
『釦回目同似】「釦己目。ロ
op
〈。-ロ・同市山由∞

--u品
H

由。
J

哲郎

WFF曽
各
自
ヨ
邑
削
認
骨
色
町
宮
山
〈
O
E昨日記山
B
S
2
3
Z
¥
5
2
2島
町
削
品
昏
}
品
5
.ミ
0
4島
E
自
民
S
E
n
g
c
E
E笠
宮
、
(
目
立

ι司

匂同一戸

MDMM)

(
5
)
 

〔

6
)

〔
関
係
文
脈

E
〕

外
教
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
論
典
は
『
サ

l
y
ク
ャ
・
カ

l

u
カ
l
』
(
印
町
民
持
『
一
可
m
E山
内
野
副
)
の
註
釈
書
『
ユ
ク
テ
ィ
デ
ィ

l
ピ

(
1〉

カ
l
』
〔

J
p
r
t
ι
e
M
r削
岨
ペ
ロ
)
で
あ
る
。
宇
宙
万
有
の
根
本
原
理
と
し
て
極
微
な
月
間
目
削
ロ
F
原
子
)

-
純
粋
精
神
〔
宮
E
E
)

自
在
神
(
同
山
〈
司
釦
)

-
業
(
宵
R
E
S
-
運
命
(
含
芝
山
)
・
自
性

(
ω
S
F
F間
百
)
・
時
間

(
E
-
&
・
偶
然
性
(
吉
弘
2
0
5
)
・
非
存
在

(
m
U
V削
話
)
を
列
挙
し
、
各
々
世
界
創
造
因
と
し
て
の
不
合
理
性
を
論
証
す
る
筒
所
で
あ
る
。
そ
し
て
諸
原
理
の
う
ち
出
S

E
に
対

〈

2
)

し
て
最
も
多
く
傾
注
せ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
印
象
的
で
あ
る
。

G
・
チ
ェ

γ
パ
ラ

l
テ
ィ
は
「
パ

l
V
ュ
パ
タ
派
お
よ
び
ヴ
ァ
イ



シ
ェ

l
シ
カ
学
派
の
イ
l
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
説
に
関
す
る
『
ユ
ク
テ
ィ
デ
ィ

l
ピ
カ

l
』

〔

3
)

の
考
証
」
の
な
か
で
そ
の
理
由
と
し
て
多
数
の

刷出

S
E説
の
信
奉
者
が
お
っ
た
こ
と
、
急
速
に
思
想
的
基
盤
を
獲
得
し
た
教
説
で
あ
る
こ
と
、
吋
巴
作
者
の
見
解
に
お
い
て
論
駁
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
対
外
的
重
要
さ
を
指
摘
し
て
い
る
。

ア
ピ
ダ
ル
マ
思
想
史
上
に
お
け
る
〉
ロ
〈
の
確
証
を
得
る
た
め
の
作
業
を
進
め
る
な
か
で
実
は
こ
の
吋
ロ
の
存
在
に
注
目
し
た
い

の
で
あ
る
。

ベ
ロ
の
校
訂
出
版
者
で
あ
る

p
・

c
・パ

γ
デ
l
ヤ
は
序
文
守
'
凶
〈
)
で
陳
那
(
ロ
名
品
開
F
〉

ロ

ち
D
l
お
D
頃
)
以
降
ヴ
ァ

l

チ
ャ
ス
パ
テ
ィ
ミ
シ
ュ
ラ
(
〉
ロ
'
∞
企
)
以
前
に
位
置
づ
け
る
。
局
知
の
如
く
、

E
・
フ
ラ
ウ
ヴ
ア
ル
ナ

l
は
西
紀
五
五

O
年
頃
に
比

(
4
V
 

定
せ
ら
れ
た
。
最
近
で
は
更
に
本
資
料
に
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ

(
U
F
R自
己
凸
ぺ

F
P
U
由
包
頃
)
の
影
響
が
予
想
さ
れ
シ
ャ

γ
カ
ラ

(印
E
-
S
E
-
〉
巴
吋
∞
∞
∞
N
D
O
門叶
C
C

叶
印
申
頃
)
と
の
前
後
関
係
も
検
討
さ
る
べ
き
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
従
っ
て
同
巴
の
年
代
基

準
も
未
確
定
の
段
階
に
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
特
に
〉
巴
〈
と
の
思
想
史
的
意
義
に
お
い
て
そ
の
資
料
的
価
値
は
大
き
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(
l〉

J
p
r仲間己ぜ一昏削唱。品『山、司

n
r凶
W
E
4
Z耳
r
n巳の
E
片
側

Y
H由一富山

mm凶

σて
司
門
司
mwD岳
wu、p
u
z
E
〈
E
T
E凶器凶同
V
Eロ
P
5
2
J
印刷自
WF句

"}内山口開副司伺品目》山、回目斗ロ℃型
FJHH由叶
{
)
n
r巴
内
日
〈
mzrHM也
む
Z
M
Y
∞N・
J
H
V
E
M且
O
可

P
宮
uh帥
{}ωeωJo
∞MMMM.
叶
ロ
℃
出
VF
匂品目吋

ω一

口

Q
同盟国
E
E
F日子
1

目
。
斗
E
Z自
。
ロ
山
、
。
同
岳
ぬ
叫
国
吉
正
日
切
符
削
円
o
p
n
m
E吉
岡

mFmw
円相〈号制凶口
0
2
2
2
0町内町命日以削山己℃
E
E
自己

〈自由。
ω持
自
司
君
N同日
O

回
品
良
呂
田
F
3
H
N
H
N
-
H
U
A
E
a

山
本
快
龍
「
六
派
哲
学
に
於
け
る
神
の
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